
年 月 日 ６　従業員

☑ 常
☑ 常 ☑ 市

１　協議事項 □ 常 ☑ 非
□ 常 ☑ 非 開発指導課
☑ 常 □ 非 ☑
□ 常 ☑ 非
□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非 □
☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □
□ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 9 7
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 日 月 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8 0 0
□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 9

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 5 1
□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機
2 7 0 1 2 0

8 0 0

6 5 0
３　提供サービス 9 2 0 9 2 0

① ％
② ％ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ □ ９　事業の見通し
③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

2 3 5 1 5

2 7 2 0 2

0 0 2 7 2 0 2
0 9 7 9 7 9 7
2 4 4 4

2 0 2 0 2 0 2 0
1 1 1 1

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 1 1 2 3 2 3 2 3
2 2 2 1 3

□ 3 4 1 4 7 1 4 7 1 5 7

□

11 階 0 階 年
㎡ ㎡

2 階 ㎡
2 6 人 6 人 2 0 人

階 ㎡
人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠
階 ㎡

人 人 人

□ □ ☑ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等
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100

様式第２号－１
法人名 株式会社Stark 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

6 日受理 8 月 2

20

共生型サービス

就労支援員 F

■当初 □最終
代表者職名前 藤本和人 管理者兼職業指導員 A 万円

意見事　業　計　画　書
作成年月日

・常勤職員の勤務時間
を6時間としている理由
は。

万円

32
57

福山職業訓練センター-
Challenged-

就労移行支援事業

30
30
32

22
24
13
13

消防局予防課

万円

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設

万円

人件費 月末 支払 ボーナス

30 5

E

万円 建築指導課
職業指導員

意見

賃借・自己所有

万円

担当者名 連絡先 サービス管理責任者 B

翌25

回答 1

福山市障がい福祉
サービス等の指定に
係る懇話会

万円

C 万円

事業の追加

事業種別 2023年1月1日
開設（変更）

予定日
事業所名

1 月 1

万円
万円

関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

7 日

生活支援員 D 万円
就労支援員

万円
万円

新規創業に伴い資金が必要なため 万円
金融機関 理由 借入残高

万円 自己資金

共生型サービス以外 新築予定

設備 万円 借入金 万円

万円

万円 万円

万円

万円

大幅な事業内容の変更

2年目以降 万円 万円

年間返済額
万円

現在地
定員の変更

賃借・自己所有

新築予定

種別
就労移行支援事業 割合 提供日

運転資金 万円

割合 １月目
割合

２月目 ３月目 １年後

1年目 据え置き措置適用

別紙参照

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円
建物

合計 合計 万円

車両 万円
その他

意見
利用者見込 Ａ 人 人 人 人

4 万円
（１人当たり）

万円 1 4 万円4 万円 1 4
月平均利用額　※１

1

目標

２年間という限られた時間を有効に活用できるよう、就労する上で必要な”働く力”が身につくような訓練や支援を提供します。私どもが考える”働く力”とは資
格取得やビジネスマナー、PC操作技術などの現場で生きた力のことです。こうした”働く力”を身につけ、自信をもって社会に羽ばたいてもらえることを目指し
ます。また、利用される皆様ひとりひとりに寄り添い”なりたい姿”の実現に向けて何が必要かを一緒に考え、その実現に向けた一歩を踏み出すためのサ
ポートをします。

収
入

給付費　※２
万円

収入計 ① 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円 万円

1

万円 万円

理念 企業と障がい者を繋ぐ架け橋となり、障がい者ひとりひとりの”なりたい姿”を現実にし、人生をより豊かにするための一歩を全力でサポートします。

同種のサービス

その他 万円

万円
賃借料 万円 万円 万円 万円支

出

人件費 万円 万円 万円 万円
旅費・交通費 万円 万円 万円

万円意見

通信費 万円 万円 万円 万円

土
地

所在地 福山市宝町3-20 用途区域 商業地域
所有者 抵当権 あり

万円

建
物

名称 ダイアパレス宝町リージェント

借入金返済額 万円 万円 万円

所有者

・都市計画法第4条第12項に
規定する「開発行為」に該当
しないため，同法第29条第1
項の開発許可は不要。その
他の法令については，関係
部局とそれぞれ協議するこ
と。
・今回計画の就労移行支援
の建築基準法上の用途は
「児童福祉施設等」に該当す
るが、用途を変更する床面
積が200㎡以下のため,建築
基準法上の手続きは不要。
なお，手続きが不要な場合
であっても，建築士等に相談
し，建築基準法に適合する
計画とすること。
・既存建物のテナントを使用
し，就労移行支援事業を開
設するもの。次の事項を遵守
すること。
・防火対象物使用開始届出
書を提出すること。
・誘導灯，避難器具を設置す
ること。
・カーテン及びじゅうたん等を
使用する場合は，防炎物品
を使用すること。
※共同住宅以外の部分の収
容人員が５０人以上となった
場合，自動火災報知設備の
改修が必要となるため，南消
防署に相談へ行くこと。

諸経費　※４ 万円 万円 万円

万円 万円

万円
①-②

万円万円-34 -147 -120

万円

階層 11 地上 地下 建築年 1992年3月

手続 使用する階 専有面積

万円

436.45 延面積 2652.04
生
産
活
動

収入　Ｂ

収容人員 内訳 職員 利用者 必要経費

③
種別
手続

万円

用途 事務所 構造 鉄骨鉄筋コンクリート

収支
抵当権 あり

支出計② 万円

万円

万円 万円 万円 万円

44

②

建築面積

利用者賃金

万円 万円 万円

手続 新規 使用する階 専有面積 90

万円 万円 万円
支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円
種別 就労移行支援事業

売上高　※３ 万円

万円 万円 万円

万円

最賃確保状況（Ａ型）
円

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ
円 円円

使用する階 専有面積
収容人員 内訳

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

種別

収容人員 内訳 職員 利用者

％

万円 □
掛取引 回収・支払の条件 意見

上段：取引先
割合

下段：所在地

日回収

あり □

下段：所在地

職員 利用者

なし

移転 その他

既存の建物を使用し、就労移行支援を行う。

基本報酬 （820単位）×級地単価（10.00)×初期加算（30単位）※
※30日間

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

申請種別 新築 増築 用途変更

日 〆％

％ 日 〆

日回収

万円

日 〆

１月当たりの生産額
万円

日回収

生産品 １時間単価 計算式

協
議
の
種
類

就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

事業所の移転 新築予定
賃借・自己所有

建物の構造・設備の変更

％

％

％

内
容

事
業
の
概
要

①



１０　付近図 １２　事業計画

人 2 事業所
26 人

凡例
〇 …

× …
△ …
□ …

　
１３　利用者処遇

１１　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ

意見 1.施設名　福山職業訓練センター-Challenged-
2.所在地　広島県福山市宝町3-20
3.事業種別　 就労移行支援事業所
4.開所予定　 2023年1月1日
5.営業日　　 月曜日～金曜日　必要に応じて祝日や土曜日、日曜日に営業する場合があります。
　　　　　　　　営業日になった場合は、事前にHP等でお知らせします。
6.営業時間　月曜～金曜 9時～16時、土曜・日曜・祝日 9時～13時
7.サービス提供時間　月曜～金曜　10時～15時、土曜・日曜・祝日 10時～12時
8.利用定員　20名

【施設概要の補足】
①採光・換気等建築基準法を遵守したレイアウトにしています。
②管轄消防課の指導の下、避難器具設備として避難はしごを事業所入口に設置予定です。
　設備業者に確認いただいています。
③カーテン及び絨毯を設置する場合、防炎物品を使用予定です。
④開始届、設置届は上記、設備業者を通して提出予定です。

意見
小学校区 旭 人口 5,844 事業所数 ・支援内容や設備の構

造上，知的障がい者や
身体障がい者が通いに
くいのではないか。

利用定員

別紙参照

意見
・一般就労を目指したスキ
ルアップだけではなく，働く
意欲や協調性を育てる支
援も行うこと。

・ＩＴパスポートに関する指
導は，管理者だけに頼ら
ず，より専門性の高い人物
が行うよう努めること。

・利用期間終了後の利用
者へのフォローアップ体制
や，企業等とのネットワー
クの構築方法，アプローチ
方法について示すこと。

・利用者の個性に応じた作
業分析が必要になるが，
誰がどのように行うのか。

意見
※平面図のデータを貼付

意見

意見

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先

付近図掲載せず

別紙参照

・定員20人，職員6人
の規模に対し，訓練・
作業室が狭すぎるの
ではないか。

・相談室が狭いのでは
ないか。また，落ち着
いてカウンセリングを
受けれるように，確立
した相談室を設置した
方がよいのではない
か。

年2回（4月と9月）に消防避難訓練の実施します。
避難誘導灯や消火器などの設備点検も年1回します。
防災管理責任者を設置し、消防計画に沿った管理します。

防災管理責任者（管理者）
情報連絡役：1名
消火安全役：1名
避難誘導役：1名

一時避難先：三角公園（徒歩2分）
2次避難先：中央公園（徒歩8分）

別紙参照



年 月 日 ６　従業員

☑ 常
☑ 常

１　協議事項 □ 常 ☑ 非
□ 常 ☑ 非
☑ 常 □ 非
□ 常 ☑ 非
□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非
☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 9 7
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 日 月 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 5 0 0 1 2
□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 3 0 0 7

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機
2 7 0 1 2 0

8 0 0

6 5 0
３　提供サービス 9 2 0 9 2 0

① ％
② ％ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ ９　事業の見通し
③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

2 3 5 1 5

2 7 2 0 2

0 0 2 7 2 0 2
0 9 7 9 7 9 7
2 4 4 4

2 0 2 0 2 0 2 0
1 1 1 1

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 1 1 2 3 2 3 2 3
2 2 2 1 3

□ 3 4 1 4 7 1 4 7 1 5 7

□

11 階 0 階 年
㎡ ㎡

2 階 ㎡
2 6 人 6 人 2 0 人

階 ㎡
人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠
階 ㎡

人 人 人

□ □ ☑ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

万円

％ ％

％ 日 〆

日回収

％ 日 〆

日 〆

％

日回収

日回収

□ あり □ なし
主な修正点

％

上段：取引先
割合 掛取引 回収・支払の条件

１月当たりの生産額
万円

生産品 １時間単価 計算式
下段：所在地

万円

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転

既存の建物を使用し、就労移行支援を行う。

上段：受注先
１月当たりの受注額

円

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

契約書の有無 回収・支払いの条件
下段：所在地

職員 利用者

③
種別
手続 使用する階 専有面積

収容人員 内訳 職員 利用者
基本報酬 （820単位）×級地単価（10.00)×初期加算（30単位）※
※30日間その他

手続 使用する階 専有面積 （（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

事
業
の
概
要

②
種別 最賃確保状況（Ａ型）

①

収容人員 内訳

収容人員 内訳 職員 利用者 必要経費
手続 新規 使用する階 専有面積 90
種別 就労移行支援事業

万円 万円

円円

万円

万円
売上高　※３ 万円

万円 万円 万円
利用者賃金 万円

支出　Ｃ 万円
万円 万円 万円

万円

円

-120 万円 44

万円
建築面積 436.45 延面積 2652.04 万円 万円 万円 万円

階層 11 地上 地下 建築年 1992年3月 生
産
活
動

収入　Ｂ 万円 万円 万円

万円 万円

建
物

名称 ダイアパレス宝町リージェント 収支
-34

所有者 抵当権 あり 必要に応じて関係各所と連
携を取り、滞りなく進めて参り
ます。
防火対象物使用開始届出書
は提出済みです，誘導灯・避
難器具を設置します，カーテ
ン及びじゅうたん等は防炎物
品とします，収容人員が50人
以上となった場合は消防署
へ相談します。

用途 事務所 構造 鉄骨鉄筋コンクリート
万円 万円

万円
所有者 抵当権 あり

万円 万円
通信費 万円 万円 万円 万円

主な修正点 借入金返済額 万円 万円 万円 万円
万円 万円 万円 万円

同種のサービス

支
出

人件費 万円 万円

賃借料 万円 万円

諸経費　※４

土
地

所在地 福山市宝町3-20 用途区域 商業地域
支出計② 万円 万円

①-②
万円 -147 万円

収入計 ① 万円 万円 万円 万円
万円 万円

旅費・交通費 万円 万円 万円 万円

収
入

給付費　※２ 万円 万円 万円 万円

4 万円 1 41 4 万円 1

その他 万円 万円 万円 万円

２月目 ３月目 １年後 主な修正点

理念 企業と障がい者を繋ぐ架け橋となり、障がい者ひとりひとりの”なりたい姿”を現実にし、人生をより豊かにするための一歩を全力でサポートします。

利用者見込 Ａ 人 人 人 人
月平均利用額　※１

1 4 万円 万円
（１人当たり）

目標

２年間という限られた時間を有効に活用できるよう、就労する上で必要な”働く力”が身につくような訓練や支援を提供します。私どもが考える”働く力”とは資
格取得やビジネスマナー、PC操作技術などの現場で生きた力のことです。こうした”働く力”を身につけ、自信をもって社会に羽ばたいてもらえることを目指し
ます。また、利用される皆様ひとりひとりに寄り添い”なりたい姿”の実現に向けて何が必要かを一緒に考え、その実現に向けた一歩を踏み出すためのサ
ポートをします。

種別
就労移行支援事業 割合 100 提供日

別紙参照

建物 万円 自己資金
設備 万円 借入金
車両

設
備
資
金

土地 万円 補助金

割合
割合 １月目

万円

万円
その他 万円

運転資金

建物の構造・設備の変更

必要な資金 金額 調達方法 金額 主な修正点

合計 万円

万円
万円

万円

合計 万円

万円
新築予定

借入残高 年間返済額 主な修正点
大幅な事業内容の変更 新規創業に伴い資金が必要なため 万円 万円
事業所の移転 新築予定 新規創業に伴い資金が必要なため 万円 万円

賃借・自己所有 万円 万円

万円

万円
万円

金融機関 理由

賃借・自己所有

現在地

新規事業所の開設 共生型サービス

人件費

万円

22 万円 7時間勤務にしました

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

賃借・自己所有

事業の追加 共生型サービス以外 新築予定

定員の変更 就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

雇用形態

事業種別 就労移行支援事業 事業所名
福山職業訓練センター-
Challenged-

開設（変更）
予定日

2023年1月1日

職業指導員 C

生活支援員 D

担当者名 連絡先 サービス管理責任者 B

就労支援員 E

A

万円

万円

月末 翌25 支払 ボーナス

30 13 万円

32

就労支援員 F 30 5 万円
万円

13 万円
32 20

受付印

受付印省略

□当初 ■最終
代表者職名前 藤本和人 管理者兼職業指導員

名前 年齢 月給 主な修正点事　業　計　画　書
作成年月日 2022 12 6 様式第２号－２

法人名 株式会社Stark 職種

57 24 万円

30



１０　付近図 １２　事業計画

人 2 事業所
26 人

凡例
〇 …

× …
△ …
□ …

　
１３　利用者処遇

１１　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ

別紙参照

別紙参照

主な修正点
・ビジネスマナーなどのビ
ジネス基礎力を身につけら
れるようなカリキュラムも用
意しています

・情報処理技術者試験の
資格合格者といった外部
講師と連携を取り、より専
門性を深められるように努
めます

・就労継続支援事業との連
携を始め、代表者自ら企
業とのマッチアップを築け
るようにします。

・外部の公認心理士と作業
療法士と連携しながら、利
用者様の特性や個性を見
出し、そこを生かせる支援
につなげます

主な修正点
※平面図のデータを貼付 ・定員の状況を見なが

ら、別の場所への移転
も候補に入れるように
します

・職員の事務所内に別
途スペースを設けまし
た

年2回（4月と9月）に消防避難訓練の実施します。
避難誘導灯や消火器などの設備点検も年1回します。
防災管理責任者を設置し、消防計画に沿った管理します。

防災管理責任者（管理者）
情報連絡役：1名
消火安全役：1名
避難誘導役：1名

一時避難先：三角公園（徒歩2分）
2次避難先：中央公園（徒歩8分）

主な修正点

別紙参照

主な修正点

付近図掲載せず

主な修正点 1.施設名　福山職業訓練センター-Challenged-
2.所在地　広島県福山市宝町3-20
3.事業種別　 就労移行支援事業所
4.開所予定　 2023年1月1日
5.営業日　　 月曜日～金曜日　必要に応じて祝日や土曜日、日曜日に営業する場合があります。
　　　　　　　　営業日になった場合は、事前にHP等でお知らせします。
6.営業時間　月曜～金曜 9時～17時、土曜・日曜・祝日 9時～13時
7.サービス提供時間　月曜～金曜　10時～15時、土曜・日曜・祝日 10時～12時
8.利用定員　20名

【施設概要の補足】
①採光・換気等建築基準法を遵守したレイアウトにしています。
②管轄消防課の指導の下、避難器具設備として避難はしごを事業所入口に設置予定です。
　設備業者に確認いただいています。
③カーテン及び絨毯を設置する場合、防炎物品を使用予定です。
④開始届、設置届は上記、設備業者を通して提出予定です。

主な修正点
小学校区 旭 人口 5,844 事業所数 通いにくさを感じないよ

う、十分に配慮するとと
もに、職員のレベルアッ
プを図り、より柔軟な対
応ができるよう継続して
努めます

利用定員

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先


